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事業によって解決に向け取り組んだ課題

①家庭ごみと一緒に捨てられることが多い、古布・古着の市内リサイクル回収量を増やしたい

②「古布・古着のリサイクル回収事業」を早期に立上げるために、自営のリサイクル回収拠点設置以外の場所
特に、人の流れが多く、日常的に利用できるスーパーやドラックストアなどの店舗に回収BOX設置の協力を
してもらいたい。

スーパーやドラックストアに協力してもらえるよう店舗側のメリットを先端技術の活用やデータ活用により創出する。
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結果

①家庭ごみの有料化 4月開始の影響で 他のリサイクル対象品含め 当初想定を取り出し超える回収
※会津若松市内Plus設置3個所だけでも 25/3 VS  26/3月実測 32トン→47トン
+15トン 127%の増加率

             
②自営のリサイクル回収拠点設置以外の場所のスーパーやドラックストアなどの店舗に回収BOX設置の
協力要請をしたが、導入へのリスクがあり すべての店舗にて今年度の導入は断られてしまった。
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事業結果報告

①流通小売店舗での設置交渉結果
①大手ドラッグストアー ②大型商業施設 ③スーパーマーケット

流通小売店舗への古着・古布リサイクルBOX設置を目指し、設置店舗に対して「来店客増加・レシートキャン
ペーンによる購買属性データ提供」などのメリットを強くアピールしてきた。しかし、全ての小売・流通店舗からの設
置拒否という結果となった。根本原因はいずれも設置に対する「リスクがある」とのこと。

古着BOX(可燃物)の放火・いたずら・不法投棄リスクは店舗の軒下で発生する有形損害であり、店舗側には直
接の責任が生じる。一方、提示したメリットは「来客増加（不確実）」「データ提供（間接的）」という将来の不確実
な利益にとどまってしまった。

②荒川産業町北アマルクリサイクルボックスにて、開発したWebサービスを活用し、アンケートを実施

リサイクルBOX古布・古着回収サービスを利用したい・利用を増やしたいと回答があった81.3%
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関係者にてワークショップを実施しリスクの内容の深堀りを実施した
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今後について リサイクル回収事業 直近の課題への対応

いたずら・不法投棄の対策(急に増加している)
古布・古着回収だけの話ではなく、リサイクルボックス事業の運用に大きく影響している

不法投棄・混入・盗難が同時多発的に発生
特に「ゴミ箱誤認 × 無人環境」が最大要因と思われる

具体的な被害
・不法投棄 回収対象外のプラスチックゴミ、飲食店のあき瓶、家庭ごみの持ち込みが拡大
・いたずら 回収ボックスの中身を取り出して、まわりになげ置く

→結果 見回り、清掃などの運用スタッフのコスト、手間が増化。

持続可能なリサイクル事業の取組みを継続して進める
流通小売店舗ての設置も店舗側のリスクを減らし、回収拠点の拡大を検討していく

→デジタル機器の導入 AIカメラ、AIエージェントによる運用自動化、24時間監視対応を提案中
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